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【⼊学者受⼊れに関する基本的考え⽅（前⽂）】
看護師免許取得及び取得⾒込者に対し，必要な特別の技能教育を実施
し，養護教諭の資質・能⼒を養成することを⽬的とする。

【求める⼈材】

【選抜の基本⽅針】
学⼒検査によって選抜する。
・専⾨科⽬（看護学から出題する。）
・⼩論⽂（教員としての適性を判断する。）

【⼊学までに⾝に付けて欲しい教科・科⽬等】

【学修成果の評価】
科⽬ごとの到達⽬標及び成績評価基準に基づき，教育内容・教育⽅法に即した
多様で柔軟な成績評価を⾏う。なお，各科⽬の評価基準・⽅法はシラバスに⽰
す。

養護教諭の資質・能⼒を養成するため，教育職員免許法に定める養護教諭⼀種
免許状取得に必要な「共通教育科⽬」，「養護及び教職に関する科⽬」で構成
し，以下の授業科⽬を体系的に編成して，講義，演習，実習を適切に組み合わ
せて開講する。
１．教育内容
(1)「共通教育科⽬」では，教育職員免許法施⾏規則第66条の6で定める，⽇本
国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作を学ぶ。
(2)「養護及び教職に関する科⽬」では，以下の区分で科⽬を構成する。
①「養護に関する科⽬」では，養護教諭として必要な知識として衛⽣学・公衆
衛⽣学，学校保健，養護概説及び栄養学を中⼼に学ぶ。
②「教育の基礎的理解に関する科⽬」では，教員組織の⼀員として，教育の理
念並びに教育に関する歴史及び思想，幼児，児童及び⽣徒の⼼⾝の発達及び学
習の過程及び特別の⽀援を必要とする幼児，児童及び⽣徒に関する理解を中⼼
に学ぶ。
③「道徳，総合的な学習の時間等の内容及び⽣徒指導，教育相談等に関する科
⽬」では，教育の⽅法及び技術（情報機器及び教材の活⽤を含む。）を理解す
る。
④「教育実践に関する科⽬」では，市中等の⼩中学校において，実際の教育現
場での実践的な実習を実施する。
2．教育⽅法
(1)「共通教育科⽬」では，幅広い基礎的な学識を提供して理解を深めるととも
に，発表や討論，交流活動を通して他者と協働する⼒や問題解決能⼒を育成す
る。
(2)「養護及び教職に関する科⽬」では，養護教諭として必要な専⾨的知識と理
論を提供して理解を深めるとともに，習得した学びを学校現場等での実際的な
問題解決に資するため，発表や討論，ワークショップ，事例研究，ロールプレ
イングなどの⼿法を⽤いた教育を実施して，理論と実践の往還を持続的に図
る。

（1）教育職員としての養護教諭の仕事へ関⼼や理解があり，将来養護
教諭として地域の教育に貢献しようとする⼈
（2）発達過程にある⼦どもの⼼⾝の健康課題を学ぶことにより，その
課題解決のための実践⼒を⾝につけようと努⼒する⼈
（3）専⾨性を⼗分習得できる基本的な学⼒を持ち，１年間の修業期間
中，学習・実習・演習に強い意欲を持つ⼈

⾦沢⼤学は，教育，研究及び社会貢献に対する国⺠の要請にこたえるため，総合⼤学として教育研究活
動等を⾏い，学術及び⽂化の発展に寄与することを⽬的とする。

養護教諭特別別科は，看護師免許取得者及び取得⾒込者に対し，必要な特別の技能教育を実施し，養護教諭の資
質・能⼒を養成することを⽬的とする。

【修了認定・学位授与に関する基本的考え⽅（前⽂）】 【教育課程編成に関する基本的考え⽅】
本学養護教諭特別別科は，児童⽣徒の⼼⾝の健康問題を的確に把握し，解決する
専⾨的知識と能⼒をもち，児童⽣徒の⼼⾝の健康と発達を⽀え，育てる実践的指
導⼒を備えた養護教諭を育成することが社会から期待されている。
そうした⼈材を育成するために，本養護教諭特別別科では，看護師免許取得者も
しくは取得⾒込み者を対象に，所定の課程を修め，必要な単位を修得した者に，
「養護教諭⼀種免許状」取得の資格を取得させ，修了を認定する。

本学養護教諭特別別科では，ディプロマ・ポリシーに掲げる⽬標を達成するた
めに，授業科⽬を体系的に編成し，講義，演習，実習を適切に組み合わせた授
業科⽬を開講する。

【学⽣が⾝に付けるべき資質・能⼒】 【教育内容・教育⽅法（教育課程実施）に関する基本的考え⽅】
(1)児童⽣徒の⼼⾝の健康問題に常に関⼼をもつ態度と的確に把握する専⾨的な知
識
(2)保健管理や保健教育等を通して，⼦どもの⼼⾝の健康と成⻑を⽀え，育てる実
践的指導⼒
(3)⾃⼰を振り返り，絶えず向上⼼を持って学び続ける姿勢
(4)教育職員である養護教諭として同僚や保護者，地域社会と連携・協働し，地域
の教育に貢献しようとする態度

養護教諭特別別科

⼤学の⽬的 養護教諭特別別科の⽬的
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